
 

 

７月３日からの大雨による被害に対する全国知事会の対応（第２報） 

令和２年７月４日19時00分現在 

全国知事会調査第二部 

※下線部は前回からの変更箇所 

 

１ 災害の概要 

７月３日からの大雨による被害 

 

２ 知事会の対応状況等 

【７月４日】 

4:50  熊本県及び鹿児島県に大雨特別警報発令 

4:50  今回の大雨特別警報に関して、全国知事会は、７月４日４時 50 分に全国知事会 

事務総長を本部長とする「災害対策都道府県連絡本部」を設置しました。 

10:10 九州地方知事会が熊本県へリエゾン派遣。（プッシュ型 福岡県２名） 

10:45 九州地方知事会が熊本県へリエゾン派遣。（プッシュ型 大分県２名） 

11:50 熊本県、鹿児島県の大雨特別警報解除 

12:20 福岡県のリエゾン２名が熊本県庁に到着 

12:52 被災市区町村応援派遣職員確保調整本部にて、熊本県芦北町へ佐賀県派遣を決定 

14:45 大分県のリエゾン２名が熊本県庁に到着 

17:59 被災市区町村応援派遣職員確保調整本部にて、熊本県水俣市へ福岡県、同県津奈

木町へ山口県、同県相良村へ大分県、同県球磨村へ長崎県派遣を決定 

    ※参考 同県八代市へ福岡市、同県人吉市へ熊本市派遣を併せて決定 

19:00 大分県から情報を収集し、現時点で広域応援要請がないことを確認 

 

３ 今後の対応 

全国知事会は、大雨特別警報の解除並びに現時点で広域応援要請はないが、梅雨前線

が停滞し、災害発生の危険性が高まっていることを踏まえ、災害対策都道府県連絡本部

体制を継続し、引き続き情報収集を行う。 

 


